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甘 庶梱 頭部 切除 後 並びに甘 庶 貯 蔵 中 に

お け る成 分 の変 化

与 古 田 幹 ui

(琉 球 良 薬 鉄 故 場)

ま え が き

本土の IMF八条国移行と砂糖の貿易自由化が実施さ

れ,琉球塘業が国際競争に耐えうるための対策として,

抜本的体質改巷を計るべく,政府は ｢枯葉摂興五力年計

画｣を発表した｡

同計画田によれば生産発億蔵の日榛として,甘燕生産

饗および工場経発の低減化が示されており, 更に工場経

幾の低減の方策として ①工場施設の近代化.②原料増

産による操業鑑の向上,が掲げられている｡

集荷横枠の不抑 )ら起る擬人甘燕のヤ-ド内でのス

トックは毎年見受けられる｡これが甘薦品質の劣化をき

たすのみならず,袈簡捷件を困難にし,その結果歩留の

低下を招くことは鰭外国で既に指摘されているとおりで

ある｡

一方比嘉健一氏は2)1962-63年期の甘燕の貯磯による

砂糖の取壊について分析した結果択宮の著しく大きい都

を指摘している｡

雄者は1963-64年期甘玉樹こついて.収挺後貯蔵した槻

合髄びに在田中の骨折の僻敢部のみを切酸した域.rT.の成
分変イuこついて此城就鮫を行な ったのでその総穴を川代･

する｡

実験 材料 お よび二万連

I.1拭 料

供.拭品範は琉球曲菜試験場胎:張紙田切において,1963

年3月林地′馳肝のN:CO.310を使用した｡

但し過熱甘腰は西原乳特工籾組物にある1963年8月

株tii甘蕗の内.抑茎の上中下のうち3カ所をレフー/I)

ックス計でブリックスを制定し明らかに過熱に主虫した

旅装 (瀬茎頭部のブリックスが識いもの)のみを採取

して使用した｡

2.:方 法

(a)蛸頑部切除訊換

同一跡場内で生育条件のそろったウネを 3ウネ

(1ウネに12枚)轟定し,各甘茄とも尉頭部(a,'

1葵より数えて第8弗で切除)のみを切除して.

2日おきに各ウネから1株ずつ計3枚(12-15水)

を確約lら軒に諜擬して分析に供した｡

(b) 貯蔵訊駄

貯磯訊掛択bl)(b2)(b3)･の3方法で献験したO

(bl) 同一圃場で採取した70本の甘牌費消頭部及び集

を切除し,けふ雑物も完全に除去した径,茎座が

平均して均一になるよう5組に卦げ,皿組n2-13

本とし.畏内で働 寸日光を割ナて貯蔵L,1日おき

に1組ずつ･を卦折に供した｡

(b2〕 (a)の甘灘のうち桐頭部切除後4訂]目の甘贋を

上記(bl)と同様な方浩で組卦けし.貯蔵して分

析に供したO

(b3)過熱に到 った甘腰をブリックスが平均して均一

になるように5組に掛け上記(bl)と同様な方法で

貯蔵して,分析に供した｡

9..分折方法

各試料とも一打燕を上申Tの3幣制こ卦仇 テストミルで

65%前後の搾汁率で搾汁し.それらの搾汁について分

析を行ない,それぞれの卦析値の平均値で示した｡

なお艦扱迎ラ胡乱 金糖はベル トラン洩.デンプンは

Batch蛾を催伸し,その他は階鵜依既約2巻に従 っ

た.ただし酸度はガラス揖機i?Hメータ-蟹虹糾し,
p･H8.3故終点とした｡

蓑C鼠泉仰

(b3)過熱甘肺肝禰 賦政の瑚rL押せ1964年47月10rニilj1盾
同 月】17J割であるの壇除いてはLいずれ机 96･碑三n.月29El
から同年2月l馴ヨまで の 刑1rJ剛こ駅勘したもaJre曲射

桝駿前後の火線 は,研 球 戯 某紙験場包有敏凱靴燐の胞録に

よれば下紀に示す瓦 りで あ る｡

乗 除 結 果

的Wl郡切除触 転びにJ抑蜘横放(bl)(b2)(b3)の緋兆

は第皿狼から縮4,象に示すと粘りであるQ但しレ1ずれも

肋茎上中下の鄭折情の平均的で助凱
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耶4坑 甘旅貯禎試験 (b3)

沖 柵虚 業 窮3番 弟 2号 (1964)

lllI
項目

/ リ ッ ク ス

加 圧

IL折 紙 僻 率

迎 元 鮮

遊 元 肪 此

令 耶

ヂ ン ノ ン

胸 腔

pH

lr( 皿 減 ･椛

紹 1:fE 卦※

3 5 9日日

22.32 22.79 23.52 24.93

20･01 19･49i 19･48 19･73

89･60エ 85.511 82.90 79.30

0.44 1.59 2.10 2.83

2.19 8.15[ 10.74 14.21

22.56 22.20

408 50

8.24 7.08

23･3 71 24･50

7 .73 8.4:

5.83 6.01 6.06 5.95

0 2.37 5.39

12.951 13.26 13.68

廿 im抑 圧※ 16.10 15.59 15.42
'Hll縦 桁 坤※l 14.96 14.14 13.76

砂折れ牧神(A)※

/y (ち)※

0' 7.73 12.98

oi 5･47 9･39Z

10.20

14.26

15.40

13.39

19.63

14.ll

け巨 J ( 1) 岨帆 %は耽昧出獄 叔柏脚 旅の1962-63

':暮叫 脚 け婚 料の小の戯排患Qiを似fnした ｡節1.

耶 2 , 第 3毅は初日にいずれも1月の平均値12･44

を , 第 4 毒 蜘 ま4月の平均値12.95を使用した｡

( 2 ) ※ 印 (繊維卦,甘廉糖度, 可戦糖率.砂糖

現 矢 車 ) は 慕l,第2,第3衣に於いては, 初日

の 雌 株 % を 12.44と仮定した場合の理論値であ
り , 餌 4袋は初日の鰍 拒oc'を 12.95と仮定した
喝 合の:艶諭胎である｡

(3)砂糖損失率(A)は可馳糖率を基に算定した
ものであり,砂糖帆失率(ち)は糖度を訊 こ算定
したものである｡

史に上記結果を各成分拓に分けて,第1図から第17図に
囲示 した｡
1. t I の変化:
第1剛 ま 甘 熊の貯蔵中に於ける延臣の変化を 液盈パー
セン ト で 示 し た も のであり,貯磯試験(bl)(b2)(bl)の平

均的で あ る ｡ 三組 の変イ沙ま非常に激しく,9日目で初日

の約10% も 低 下 し た｡即ち平均して1日約1.1%低下して

いる ｡

な ,ib･SLJ97i部 切 除 後の甘熊の虫皿の変イulま測定出来なか

っ た ｡

Hは
敬
｡ハ

I
セ
ン
ト

■●･■-

日 新

2. ブ リックス及び糖度の変化

第2図は約頭部切除後のブリックス及び 糖度の変化を

示したものである｡ ブリックス及び糖度とも切除竣7日

目までは変化がなく,10日日以按は漸次減少の一途をた

7
-

ッ
ク

ス
及

び
糠
俊

Lヽ一一一

1 リ ･･Jク ス

糖 哩

9 7 /o /3 /S
円 扱

′タ

とったが総価的にみてゆるやかであった｡ブリックス及

糖酸の変化は両方とも殆ど近似した償向を示した｡初日

に対して19日目でブリックスが7.6cc',糖度が8.0/Qo'減少

している｡第3図は貯蔵試験(bl)(b2)Lb3)に於けるブリ

ックス及び糖度の変化蓉示したものである｡プ))ックス

は(bl)(b2)(b3)とも上昇を示した｡糖度は(bl)(b2)に

於いては 7日以徒著しい減少を示したが,(b3)では認め

られなか った｡ピーク時のブリックスは初日に対して,

(bl)が10.5,%,(b2)が8.400',(b3)那 ll.6%増加したo

叉糖度は(bl)が8.6%,(b2)が4.0%,(b3)が1.3%増加

した｡
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3. 見掛榊 率の変化

第4図は将頚部切除後の見恥純階率のJ変化堂示す｡切

除綬4日臼でピークが現れ 以授ゆるやかに減少した｡

初日と19日目の純析率の差はわずかであり,総体的に変

化が緩慢である｡ これは第2図のブリックス及び糖度の

変化が同一の傾向教示している却琳ら明らかである｡

第5剛ま貯蔵甘瀬の風樹耗棚杏率を示したものであるO

貯磯試験(bl)(b2)(b･3)のいずれも,上記第咽に比べて

著しい変化を示した｡(bl)は肝臓後48嶋開削こわずかな

がらピークが認められたが.(b2)(b3)は 認めIbれなか

ったO

q 敬



18 沖 組 曲 粟 第 3拳 第 2号(1964)

4 還 元 靖 .還元曹比 ,金糖の靴

節6州 .t糾 頗静切除後の遍元餅の変化 を示す｡ 鵬東部

切除綾 19日月 まで::わずか!=L界 しているだけで,変化

は殆 ど認 め られ Ji:か った,

荊 7仰 ま 好捕 賢甘燕の 涼 -jt折の変化 変示す｡ 好機 試 験

(bりノbl)> (ら))のいずれ も第6図に 比べて嘗 しい 変 化

敬/J'=した ｡向 (bl)>(bl)>(ら))の艦iに著 しくな る 憤 向 が

ある｡

節8抑 ま剛 頗 W.切除 後の 仝晴の変化 を読す｡ 刑項部切

除後J円 田'C･ピ ー クが遜め られた｡なお全 触的に第4阿の

兇掛純餅一郎)健化とfu'1-の憤向を示 している.
耶91和ま打織甘朗の食桝のJAf化を示したものであるか
いずれの均分t,ヒ界するのか虚められた｡第10囲は的頑
部切除後の見J亡折比の変化を示す.第6岡の森元放生の
Jni'化>_F'て細字Lい食化 三̀Le.められTLかった

EI.9
,1紙
状

女

郎

分

10
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8 ft

fg

元

棚

比

lI 靴

耶 】l脚は 貯撒甘 虎の蕊元船 比 の変化である｡いずれの
場合 も硬 化が著 し く(bl)で は 7日日から,(b2)では5口
円か ら,(b3)で は 初日か ら著 しいrJAf化 を示 した｡ な お

筋71封と同 一の 頓 向を京して い る｡

5.で ん1折の毒変化.

荊 12凶 は 桐 頗 部 切除睦の澱 粉の変化 を 示 す ｡ 初 日 6) 戚

筋 合地 ま高 く, 1600ppm (燕 汁 に 対 し て ) も あ り , 日

脚 か蛭 過 と共 に著 しく減少 し,10 E= 那 二は 初 日 の 約 .10,00'

も奴 少 した ｡第 13因は貯欝甘庶CL)粉 の変化を示したt)

ので あ る｡(bl){･は9日目で.約90,90',(b2)では10000'

消壊 した ｡(b3)で!お 日日で完全!=消失した｡(払3)の初

日の 澱粉 含月払†硬いの亡甜 庶自体が過鵜にあるために,

:AJ凝 る以前に鳳 二消炎しているためと思われる｡ H tJL





6.酸度及びPHの変化

額14岡は尉頭部切除 姥の硬 度及びpHの変化を示した

ものであるL,熊取 ま初堺か ら漸次減 少しており初日に比

べて16日日では3mlも減 少 した なお19日日で酸度が急

激に上昇しているが これが 生玉軸勺なもので あ るか ど うか

は明らかでない｡pH は殆ど変化が認められ な か った ｡

第15同:ま貯破甘燕の酸旺及びpHの変化を 示 す . 貯 蔵 試

験(bl)(b2)は上昇する慣向を示したが,(b3)は 7日 日で

減少を示した pHは(bl)では低下する傾 向 を 示 した が ,

(b2)(b3)ではなんら変化は認められなか った ｡

れ
糊
剤
-

‥
-
L･･
･
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7. 秒 璃 損 失

第16岡は梢碕部切除 後の砂糖井IJた,(一セントを初日を

:鼓峰に して示 した ものである｡約滴郊切除絃1LI4時間 (6

日間)内は逆 に砂地が増加 してお り.72時間日に抜荷1.4

%も増加 している｡ なお7日日以徒は管 しく減少の一途

をた ど っているが ,この節か ら側芽が認められるので砂

柳 .'消来 されて起 る現 袋と思われる｡節17阿8甜 燕を貯

磁 した 喝 合に生 じる砂糖弧境パ ーセ ン トを初日を苑鰍こ

示 したものである｡(bl)(b2)(b3)ともいずれも#.:16岡

に比べて砂糖損 失率が著 し く柘か った ｡ ただし(bl)の

5 7 9 / ) 5' ?

柏 倉 は 砂 榔 蜘官48時間 ,r=lで 1.4/QQ'概細して.瀬畑,(b2)
(b3)では 一一知 的 に恥 少の一途をたどった｡なお砂 肝 弧 俄
串 は (b3)が 澱 も著 し く′弼如勺に蛸*した.

考 察

折菜 先 進 幽 であ るル イジアナ.ハワイ,台朽等で は ,
甘 燕 の 肝 絞 試験 ,約 頗部切除統験,収礎時蜘却処和耕 験

等 の 結 果 に哉 づ く肋 †なされているといわれている ｡

琉 球 にお い て む上房止挺進国とri'棚.節;敬聴許験に鵜づ く
磯崩が な され るべ きであり..桐瑚部切除及び肝磯の醐航
教 轄 輿か ら2,3考察 すれば次のとおりである｡

1 製 糖欄作 との間違性について

浜 口勺き.欠郎 氏 は甘 燕の肝艶による範悟操作の榊雄性を
指摘 し.S一宮の 向上に新鮮厚料を推奨した6㌔蜘1F'甘顔
の 貯蔵 に よ り藷 元糖が増大し,-･17-虜教子物質としての

猿 白.ペ クチ ン等は親水性コロイドから除去の田妊な卦
徹 也 升 子 コロ イ ドとなる｡その弟に一急激に進発他物質が

増 大 し,後 熱 性により堵加した燕.W･の鼠よりも騎釆中に
通 損 す る務 駄児が大きく,その結果回収炉見即ち*宵が

低 下 す る ｡

当院晩においても祖元桝は7.1.I:L(雌加し,搬粉及び純

桝坤は耕し(紬少した｡那珂断切愉拭畝では微粉ケ珊 し

く減少を示したが,鞘元的放び純脚 榊d:鞄と'&'化哲示.さ

なか った｡但し瀞元取掛嘲 加しないのu:ro･そらく糊 料こ

より附蹄されるためで1㌧ 純析碑が･FWしく純少しないの

けブリックス及び洲皮が川 -の鵬少似内唐戸榊'ためで'U'

り,佃体としては粍少していることになる,

澱粉瓜は胸熟甘淵を倣いていずれもIffJlくp動けに対 し

て 1.600ppm,(0.1,cc/甘脚)あV).H紺噛代りの姻闘1′†‥

容ぜ托0.05,QQ'甘脚0)約 2倍哲ホした.胞鮒 L偶 の妙飢淵 1

汁に対して 408ppm (0.025,cc'甘脈)しか.始められなか

った｡この給料 ま甘脚の鮎-ifソrJ七スにより甜粉食爪に

差がある都藍iたすむのであり過熱期の甘臓は/仙 る以lTlJ

にすでに起案焼物潔が増大している筋管示しているo

pHの密化は殆ど認められなか った仇 髄腔の変化は

坪湖 試験{･は榔加の価例を示した｡酸度の枇賊にかかわ

らず,1巾 に殆ど射 紗で認められなか ったのはおそらく

有解 の板柳衡性によるものと.蚊われ,和摂食が追及性
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で あ ろ r_とか ら 今徒史 に 検 討するiZ聯 【ある

Vrl鮮搾 作 を開 捜 しこす ろ造 怒他物質の珊大は蛸頚部切除

:rp,･よ び町 政駄 旅 の 耐 試 験 で淡め【,れたが,その生成過程

に は 髄 /hyW JLあ る ,EJJちLn粥.WJ切除風致{･は還元掛 †WL'

-Jnlせ ･1㌧ 恨 度が 破 少す ろ こ とから,造安舵舷桝 ま七:=7rt

pn.F'Ll▲fTJ-;刀 (.'.77TIP物 質か らmA'<ろ分散椎か(･コロイト

I/JE判 イ:J･_一F!.わ れ ろ , ･Jj… 訊験ではj蚤元軌 僚艦がhlE

加 す 7)点 か らみ て ,舟 1卸 F.舟-fコロイドの他に遠元酢や

イ(帆 .iの PR!.lEi/1･し く大きいものと思われる{

2 秒 脚 矢 に ついて

JJrLkJL rか '亡は N :CO.310の/･り暇り経の於;rr.:二丈ろ

紗那榊 'J'=!:t仰 1の砂丘他t:二･対して9円LIで約12cc,LHlH

で25001･_棚 .H.'している日｡水洗艶でI.I:t9日Flで (bl)15

,00,(b2)21.100',(b31)19.600'{･あり. いずれも(.'1,:いll(1'

rL･7'J':L Cい/.'n･))'耶痢溺切除試験で!tlORHで1.50016

日 HT:7.500で'l･'I･),即雌訊鍬こ比べ'C擬憎であった iri

u'n榔Uj愉混敦CL,;rU]輪伐72Tf淵IIHに砂防1.1d)t'1.4000)hIj'

加な'r;:し.肝臓親政では(bl)(･.川;-･繊維48F珊即日二1.500'

jtIlJmや′J':したが.tb2)(b3)は恕められなか った,切除枚

び貯繊維の秒桝u)岬加けけ瀬の椎.%性によるものと胤J)

Jt～:1.

岬にIrlJ慨桝坤のみを鳩に砂防廃絶のt註大点を諌めると

すれば.刷織部切除碓72打.WqHにAj】枚り.24帖閉以内に

Tl･'押する方状と.ノWkった新鮒ilrli料七JI8時間肝税碓打;搾

するJb'渡とCL)2カ態が考えられる｡ この場合1.4-1.5,00'

の培地が予想されるが,しかし実鰍 こおいては前述した

とおり切除後或るいは 貯穀後進霊性物質が 激増するた

め,後熱性により増加した砂鮎 よりも,造蛮性物質の

増加により逸損する砂糖丘が大きく,従って英資の砂糖

回収比 すなわち歩軌ま低下するものと思われる.

以t二甘席料曲部切除他びに肝故試験による甘煮成分の

変化,史に動態接伴や砂糖回収免との関連性について考

察したが,このような試験は 甘廉の品櫛, 生育プロセ

ス,土壌および長く負条件等により著しく差異を生ずるも

のであり,品挿別,土確利別,収穫時朋 叫試験について

は今後追求してみたい｡

雲 で阿

t1-頗沸切除試験と貯放談酸とを比徴しその差異を知る

と共!=,戦術操作!=及ぼす影野および秒簡損失について

掃討した｡

l) 貯破試験は各成分とも変化が新しく,付■'･粥部切除

試験:こ比べて,劣化が帯しか った｡

2) 耶頗部切除鼠敦では純祈率および砂糖藤領ともT2

時間‖:=ピーク芹二元し,郎破試験で!.-i'(bl)のみ

4那綱 目にピークを示した

31お節作成卦の増加はいずれの喝合も著し<,特:こ

澱粉の密化が苓しか った.

4'訊艶を行なうにあたり,甘燕を提供していただいた

耽.臥段罷試験.塀際菜緯および西憤製糖1二均:二感謝する｡

TLお試験中いろいろと㈲教示いただいた琉球搬糖煉式金

手虻ヒ威健 一,又予感玖 琉球盛装就教場農芸化学筑教室

塙Ji白魚薄肌 研究TI'-tufJtf榊 の各氏に厚く感謝の音を

:RするO
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